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されるマイノリティの被害者のことである。その筆頭にあげられるのは、障害者だろう。今回 東日本大震災 も障害のある被害者把握は、未だ遅 ている みならず
⑵、避難勧告があっても彼らに
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高齢であることが問題なのではなく、加齢による障害の発生こそが取り組まれるべき課題のはずである） 。ＷＨＯと世界銀行が先般出版した「障害についての世界報告書」
⑶もこのことを課題として挙げ
ている） 。 震災から半年近くがたった現在でも、障害当事者たちは、最も元の生活への復帰が遅れてる人たちである事実に変わ はない。●国際開発と「障害と災害」　
また「障害についての世界報告
書」は、障害の社会モデル（杉野［二〇〇七］や森［二〇〇八］などを参照）を念頭におくと、自然災害は社会環境の激変を意味するため、障害の程度にも大きな影響を及ぼすと述べている（六一ページ） 。また災害によって障害者となった人たちの問題はもちろんのこと、災害後の避難所でも障害を考慮した運営、災害復興時 おける障害アクセシビリティを考慮した復興政策策定などが必要だとされてい 。　
また国際赤十字・赤新月社連盟
が毎年出版している『世界災害報告』の二〇〇七年度版は、第四章で特に「障害と災害―包摂的なア
















































































































































 二〇一一年五月二四日の朝日新聞 （ 「沿岸の死亡・不明者の割合、障害者は二％
　
内閣府が聞き取













































































 杉野昭博［二〇〇七］ 『障害学―理論形成と射程』 、東京大学出版会。
②
 森壮也［二〇〇八］ 『障害と開発―途上国の障害当事者と社会』 、アジ研研究双書№五六七。
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